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立一小発第１５６号 

令和８年２月２６日 

立川市教育委員会 殿 

学校名 立川市立第一小学校   

校長名     神  田  恭  司      

                             （公印省略）  

令和８年度 教育課程について（届）  

 

立川市立学校管理運営規則 12 条に基づき、下記のとおりお届けします。  

１  教育目標 

（１）学校の教育目標  

〇自分で考え行動する子    （ 基 礎 学 力 を 基 盤 に 、 諸 能 力 を 活 用 し 、 協 働 し て 問 題 解 決 に 努 め る 児 童 ）  

◎心豊かで思いやりのある子 （ 人 間 性 豊 か に 、 他 者 を 思 い や っ た 言 動 が で き 、 す す ん で 共 助 ・ 共 生 に 努 め る 児 童 ）  

○体をきたえ元気な子       （ 自 他 の 健 康 安 全 に 配 慮 で き 、 す す ん で 心 身 の 健 康 の 保 持 増 進 に 努 め る 児 童 ）  

 

（２）立川市教育委員会学校教育の指針を踏まえた学校の教育目標を達成するための基本方針  

ア 「確かな学力」の定着（学校教育目標「自分で考え行動する子」を育てるために） 

・全国学力・学習状況調査や東京ベーシック・ドリル診断テストの結果検証、授業改善推進プ

ラン、年間及び週ごとの指導計画に基づき、教科等横断的且つ習得・活用・探究の視点に立

った授業改善に努める。また、家庭との連携を図りながら家庭学習習慣の確立を目指す。  

・児童のより一層の学力向上を図るために、一人１台端末の効果的利活用による個別最適な学  

びと協働的な学びの推進に努める。また、習熟度別指導や高学年における教科担任制の実  

施、補充的な学習等多様な学習機会の創造に努める。  

・「学校生活支援シート（個別の教育支援計画）」「個別指導計画」「登校支援シート」、心  

理調査を活用し、要支援児童理解、特別支援教育の充実、不登校要因の解消に努める。  

イ 「豊かな心」の醸成（学校教育目標「心豊かで思いやりのある子」を育てるために） 

・主体性・協調性・粘り強さ・向上心・思いやりの心、等の学習や生活の基盤となる力である  

非認知能力の育成、向上に全教育活動を通して取り組む。  

・組織的な生活指導体制の下、「学校の約束」に基づく全校統一した生活指導を実践する。  

・ふれあい月間を核に、いじめ防止基本方針に基づくいじめの未然防止、早期発見・解決を組  

織的に図る。  

・教育活動全体を通じた心の教育を推進するとともに、「人権教育プログラム」に基づく人権  

意識の涵養、他者理解の促進、思いやりの心の育成等を図る。  

・学校図書館機能の充実と柴崎図書館との連携を図るとともに、日常的な読書指導及び読書旬  

間等における重点指導を通して読書活動の充実を図り、感情や感性の発達を促す。  

ウ 「健やかな体」の育成（学校教育目標「体をきたえ元気な子」を育てるために） 

・都体力調査の結果検証に基づき、瞬発力・投力・持久力を重点に日常の体育科指導の充実を  

図るとともに、ペースランニング旬間や縄跳び旬間等の一校一取組運動の充実を図る。  

・保健指導や外遊びの励行、体力向上推進月間の取組を通し、健康の保持増進を図る。  

・学校給食と学校図書館との連携や、学校栄養士による指導を中心とした食育を推進する。  

エ 学校の教育目標の達成に向けたその他の事項  

・家庭や地域との連携の下、学習指導要領等の理念を踏まえ、全児童のウェルビーイング向上  

を目指し、知・徳・体、調和のとれた豊かな人間性を育む。  

・将来児童がいかなる環境においても、眼前の問題に他者と協働しながら対峙し、「持続可能  

な社会の創り手」としてよりよい生き方を選択できる「生きる力」を育成する。  

・コミュニティ・スクールの仕組みの中で、地域学校協働本部事業の効果的運用に努め、カリ  

キュラム・マネジメントによる教育活動の充実を図る。  

・教職員の働き方改革を推進し、児童と向き合う時間や本来業務対応時間の確保に努める。 



第２表 

学校名 立川市立第一小学校 

２  指導の重点  

（１）学習指導要領及び生徒指導提要を踏まえた各教科、特別の教科 道徳、外国語活動、総合  

的な学習の時間、特別活動、立川市民科における指導  

ア  各教科  

・校内研究に基づく授業改善により、基礎的・基本的な知識や技能の定着及び問題解   

決的な学習や言語活動の充実を図る。また、タブレット PC 等の ICT 機器の日常的

利活用を通して児童のデジタル活用能力の育成に努め、教員相互の授業公開を積極

的に推進する。  

・昨年度までの校内研究を基に、学習指導要領の理念の実現に向けた更なる授業改善   

を推進し、全教科・領域で学力（特に、思考力・判断力・表現力等）向上を目指す。  

イ  特別の教科 道徳 

・道徳教育推進教師を中心に、教科書や都教材集等を活用し、全体計画及び年間指導計  

画に基づき、家庭・地域と連携し、「考え、議論する道徳」の指導の充実を図る。  

・「 GIGA ワークブックとうきょう」を活用し情報モラル教育を道徳科と連携して行う。 

ウ  外国語活動 

・外国語の基礎的コミュニケーション能力の育成を図り国際理解教育を推進する。  

・ ALT 活用の充実により、学習意欲の向上及び指導法の工夫・改善を図る。  

エ  総合的な学習の時間 

・課題意識に基づく探究的な学習の過程や体験活動を通して、よりよく問題解決しよ  

うとする態度や自己の生き方を考えていくための資質や能力の育成を図る。  

オ  特別活動 

・教育活動全般のねらいに非認知能力の視点を含め、学校教育目標の達成を図る。  

・キャリア教育の要として、各種行事等における多様な他者との交流を通して自己実

現を図るとともに、よりよい集団や社会の形成者としての人間関係形成力を育てる。 

カ  立川市民科  

・地域素材の教材化及び単元開発を推進するとともに、身近な地域の人・もの・事を教  

材とした学習を通して、課題解決力やまちを愛する心を育てる。  

キ  その他  

・各教科等を合わせた指導では、体験的な学習に対する振り返りを充実させ、児童の自己理解

の力を高める。自立活動の指導では、教育活動全体を通じて、一人一人に応じた言語、運動

及び情緒の安定等の指導を行い、児童の学習上または生活上の困難を主体的に改善しようと

する意欲を高める。  

（２）特色ある教育活動 

・地域にある民間スポーツクラブや社会体育団体等と連携・協働し、学校 2020 レガシ  

ーとしてのペースランニング旬間等、多様な学習機会の創出に努める。  

・スタートカリキュラムや中１ギャップの視点から、幼保小中連携活動等の機会を通  

して、幼保小連携教育・小小連携教育、小中連携教育の充実を図る。  

（３）生活指導 ※SC は「スクールカウンセラー」の、SSW は「スクールソーシャルワーカー」の略 

・立川市学校支援員や SC、SSW、子ども未来センター等との連携及び「ほっとルーム」、 

登校支援委員会等の活用を図り、不登校要因の解消や自殺予防等に努める。  

・人権教育や情報モラル教育の充実を図るとともに、「安全教育プログラム」等の補助  

教材や、「地域安全マップ」等を活用した安全・防災教育を推進する。  

・いじめ解消・暴力根絶旬間における「児童虐待防止研修セット」を活用した教員研修  

やいじめ防止授業の実施、日常のサポート会議やケース会議等の充実を図る。  

（４）特別な配慮を必要とする児童への指導  

・視覚的、聴覚的に配慮した環境作りや通常の学級と特別支援学級との交流など、ユニバーサ   

ルデザインの視点に基づく教育活動の充実を図り、インクルーシブ教育の推進を図る。  

（５）進路指導  

・キャリア教育の全体計画に則った「立川夢・未来ノート」の活用や立川市民科におけ  

る外部人材活用等を通して、健全なキャリア観の育成を図る。  


